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日 時  令和元年 7 月 1 日（月） 13：00～15：00 

場 所  久留米シティプラザ 4 階中会議室 2・3       

 



 

２０１９年度 久留米信愛短期大学 地域参画推進連絡協議会 

令和元年 7月 1日（月）   

 13：00～15：00  

 

1. 開  会 

 

2. 学長挨拶 

 

3. 久留米市副市長挨拶 

 

4. 議  事 

（１）大学の概要（議事資料 1） 

 

（２）2018年度久留米信愛短期大学地域参画事業活動報告について（議事資料 2） 

 

（３）2019年度久留米信愛短期大学地域参画事業活動計画について（議事資料 3） 

 

 （４）DVD視聴「くるめさん、ぐるめさん ダンスムービー」 

 

（５）意見交換 

 

5.  理事長挨拶 

 

6.  事務連絡 

 

7.  閉  会 

 

 

 

【添付資料】 

※幼児教育学科 ： 添付資料 1-1，1-2，2 

※フードデザイン学科 ： 添付資料 3，4，5 

※地域参画推進委員会 ： 添付資料 6-1，6-2，7，8，9，10-1，10-2，11，12-1，12-2，13，14，15 

※各学科カリキュラム一覧表 ： 添付資料 16-1，16-2，16-3，16-4 

※履修証明プログラム ： 添付資料 17-1，17-2 
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久留米信愛短期大学の建学の精神と教育理念 

 

建学の精神は、キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成することである。ショファイユの

幼きイエズス修道会創立者レーヌ・アンティエの言葉に、「人々が神を知り、神を愛するようになるために、

私たちの全生涯を捧げましょう」、そして「マリアにおいて幼子となられた神の愛を世に示す」とあるように、

創立者と幼きイエズス修道会のカリスマが本学の建学の精神の根底にある。 

 

教育理念はこの建学の精神に基づいて、以下のように示される。 

カトリックの精神を基盤として、学生の全人格的な開花を目指す。学生一人ひとりが主体性を確立し、それ

ぞれの可能性を最大限に伸ばして自己形成を図ると共に、女性としての豊かな心をもって社会の建設に貢献

する人間を育成する。この教育理念を具現化するため、5つの柱に従い教育する。 

 

1. キリストの教えに根ざした教育 

2. 一人ひとりを大切にする教育 

3. 能力の開発を目指す教育 

4. 自己形成を促す教育 

5. 社会貢献への態度を形成する教育 

 

 

 

久留米信愛短期大学及び学科の教育目的・目標 

 

建学の精神「キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成する」に基づいた本学全体及び学科

の教育目的・目標は以下の通りです。 

 本学全体の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす」ことのできる「豊かな心をもって社会の建設に貢献

する人間を育成する」ことである。 

 

 幼児教育学科の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす喜びを知り、子どもとの関わりの中で実践できる

保育者を養成する。そのために子どもの発達の理解と支援に必要な知識、保育方法・技術を身につけた保育

者を育成する」ことである。 

 

 フードデザイン学科の教育目的・目標は、「食に関するあらゆる場において、豊かな感性と総合的な技術

をもった栄養士を養成する。すなわち、自分を他者に生かす喜びをもち、健康的な食事を計画・調理・提供

できる基礎知識と食空間を演出できる応用力を身につけた栄養士を育成する」ことである。 
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久留米信愛短期大学の３つのポリシー 

アドミッションポリシー 
 
幼児教育学科 

 子どもの成長に関わる中で、自分らしさを発揮したい人を求めます。 
 子どもとの深い絆を結ぶために、子どもの心を理解したい人 
 子どもの成長を的確に援助できるように、自分自身の能力を伸ばしたい人 
 子どもの個性を丸ごと受け入れられるように、人間的な幅を広げたい人  
 保健体育・芸術教科（専門学科において、体育・音楽・美術教科）のうち、１科目は評定値３.０以

上が望ましい。 
 
フードデザイン学科 

 「信愛栄養士」として、喜びをもって自分を社会に役立てようとする人を求めます。 
 入学時から社会人としての目標を見据え、しっかりと学ぶ意欲のある人 
 おいしい、楽しい食生活を自ら工夫して実践する人 
 いつも他者の立場を考え、発言や行動のできる人 
 家庭教科のうち、１科目は評定値３.０以上が望ましい。 

 
 

ディプロマポリシー 

教育目的・目標に基づいた本学のディプロマポリシー（学位授与の方針）は以下の通りです。 

卒業までに身につけることとして、以下に掲げることが求められる。その所定の単位を修めた学生には卒

業を認定し、短期大学士の学位を授与する。 

全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を履修し、キリストの教に基づく豊かな人格形成の

基本を養うとともに、専門領域の学習の土台を培う。 

所属学科における理論的・実践的授業を履修し、地域社会に専門的職業を通して貢献できる総合能力であ

る以下の 8項目を身につける。 

 

幼児教育学科は、 
 1. キリストの教に基づく価値観を土台とした子どもとの関わりを実践できる。 

2. 現代社会に生きる人間に必要な教養を身につけ、社会の一員として責任ある行動ができる。 
3. 子どもの心身の発達についての知識を習得し、子ども理解を深め、一人ひとりの子どもに対応した関わ

りができる。 
4. 子どもの発達に合わせた支援の方法を身につけ、それを保育計画・実践に活用できる。 
5. 保育者として必要な表現技術を習得し、子どもや保護者との円滑なコミュニケーションができる。 
6. 保育者に求められる自己研鑽力を身につけ、保育者としての能力を伸ばすことができる。 
7. 子どもを取り巻く環境と保育者の果たす使命を知り、家庭や地域社会に保育者として貢献できる。 
8. 創意工夫して実践する力を養い、保育の実践に活用できる。 

 
フードデザイン学科は、 

 1．キリストの教に基づく価値観を土台とし、人との関わりを実践できる。 

( 議事資料 1-2 ) 
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2．現代社会に生きる人間に必要な教養を身につけ、社会の一員として責任ある行動ができる。 
3． 給食業務に必要とされる栄養士の実践的な知識と技術を身につけ、給食を運営することができる。 
4．健康管理の知識と技術を身につけ、対象者に応じた栄養指導を行うことができる。 
5．調理理論に基づいた技術を身につけ、おいしく安全な食事を作ることができる。 
6．食品中の栄養成分が生体内でどのように利用されるかを理解することができる。 
7．食と栄養に関する知識をより広い視点で総合的に捉える力を身につけ、家庭や地域社会に栄養士として

貢献できる。 
8．医療事務に必要とされる基礎的な知識と技術を身につけ、実践できる。 

 

カリキュラムポリシー 

教育目的・目標に基づいたカリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）は以下の通りです。 

 

幼児教育学科は、ディプロマポリシーに掲げた目標を達成するため、以下の教育内容と方法を実施する。 
1. 教育内容 

① 全学科共通の「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「キリスト教概論」を履修し、キリスト教に基づく価値観

を土台に人格形成の基本を養う。 

② 基礎教育科目群の履修を通して、現代社会に生きる人間としての教養を身につけるとともに、「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で自らのキャリアを考え、社会人としての基礎を築く。 
③ 「乳児保育Ⅰ・Ⅱ」、「障害児保育Ⅰ・Ⅱ」、「発達心理学」と保育内容科目群の履修を通して子どもの

心身の発達についての知識を習得し、子ども理解を深めて、一人ひとりの子どもの発達についての対

応を学ぶ。 
④ 子どもの保健や食と栄養に関する科目群の履修を通して子どもの発達に合わせた支援の方法を学ぶ。

また、「保育課程論」「保育指導法Ⅰ・Ⅱ」「保育方法・技術」「モンテッソーリ教育法Ⅰ・Ⅱ」を通し

て子どもの発達に合わせた保育の考え方や方法を学ぶ。 
⑤ 言語・音楽・身体・造形表現に関する科目群を通して保育者に求められる表現の技術の習得を図る。 
⑥ 保育実習・教育実習の事前に実習の計画・準備、実習後に振り返りを行い、その中で保育者になるた

めの自己研鑽を行う。また「保育・教職実践演習（幼稚園）」のなかで実習を含む今までの学習を振り

返り、自己の不足している点を明らかにし、それを補う学びを行い自己の研鑽力を高めて行く。 
⑦ 「保育原理」「教育原理」「教職基礎論」の履修を通して日本の保育制度や基本的考え方などについて

学ぶとともに、目指すべき保育者像を明らかにしてゆく。また社会福祉関係の科目群の履修を通して

社会福祉の制度等の基本的な知識、現代社会における福祉の考え方などを学ぶとともに、実際の相談

支援の方法等についての知識の習得を図る。そして教育実習・保育実習を通して保育の実際を学び、

その中で子どもを取り巻く環境や保育者の使命についての理解を深める。 
⑧ 「チャイルドプロジェクト」や選択科目群を自分の興味・関心に合わせて履修し、自らの研究課題設

定やグループワークを通して学びの中で創意工夫する力を養う。 
2. 教育方法 
① 学修に対する自己評価、履修カルテの活用などを通して学びのフィードバックを行い、教育目標に基

づいたカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーの整合性を図る。 

② 専門教育科目では模擬保育などのロールプレイの手法を取り入れ、学生が実践力を高めることを図る。 
③ ピアノなど個別の能力差のある分野については、個別指導を行い個々の能力に合わせた指導を実施す

る。 

( 議事資料 1-3 ) 
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④ 主体的な学びの力を高めるために「チャイルドプロジェクト」や選択科目群の中でアクティブラーニ

ングを取り入れた教育方法を実施する。 
 

フードデザイン学科は、ディプロマポリシーに掲げた目標を達成するため、以下の教育内容と方法を実施

する。 

1. 教育内容 

① 全学科共通の「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「キリスト教概論」を履修し、キリスト教に基づく価値観

を土台に人格形成の基本を養う。 

② 基礎教育科目群の履修を通して、現代社会に生きる人間としての教養を身につけるとともに、「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で自らのキャリアを考え、社会人としての基礎を築く。 

③ 給食の運営科目群の「給食計画論」、「給食実務論」、「給食管理実習Ⅰ・Ⅱ」、「校外給食管理実習Ⅰ・

Ⅱ」ならびに「献立デザイン演習」、「栄養士情報処理演習」等の履修を通して、給食業務に必要とさ

れる栄養士の実践的な知識と技術を習得する。 

④ 栄養と健康科目群の「応用栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「応用栄養学実習」、「臨床栄養学概論」、「臨床栄養学実習」、

社会生活と健康科目群の「公衆衛生学」、「社会福祉概論」ならびに栄養の指導科目群の「栄養指導論」、

「栄養指導演習」、「栄養指導実習」、「公衆栄養学概論」等の履修を通して、健康管理の知識と栄養指

導の技術を習得する。 

⑤ 給食の運営科目群の「調理学」、「基礎調理学実習Ⅰ・Ⅱ」、「応用調理学実習Ⅰ・Ⅱ」ならびに食品と

衛生科目群の「食品衛生学」、「食品衛生学実験」等の履修を通して、調理理論に基づいた安全な食事

を作る技術を習得する。 

⑥ 健康と栄養科目群の「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、食品と衛生科目群の「食品学総論」、「食品学各論」、「食品

学実験」ならびに人体の構造と機能科目群の「解剖学」、「生理学」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学実験」

等の履修を通して、食品中の栄養成分の生体内活用について学ぶ。 

⑦ 「栄養士基礎演習」、「栄養士総合演習Ⅰ・Ⅱ」、「フードプロジェクトⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」等の履修を通

して、食と栄養に関する知識をより広い視点で総合的に捉える力を身につけ、家庭や地域社会に栄養

士として貢献できる力を養う。 

⑧ 「医療事務総論」、「医療事務演習」、「医療秘書実務学」、「医療秘書実務実習」等の履修を通して、医

療事務に必要とされる基礎的な知識と技術を習得する。 

2. 教育方法 

① 学修に対する自己評価、履修カルテの活用などを通して学びのフィードバックを行い、教育目標に基

づいたカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーの整合性を図る。 

② 主体的な学びの力を高めるために、「給食計画論」、「給食実務論」、「フードプロジェクトⅠ・Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ」の中でアクティブラーニングを取り入れた教育方法を実施する。 

③ 専門教育科目では、とくに給食の運営における実務について演習および実習し、実践力の向上・強化

を図る。 

④ 「栄養士総合演習Ⅰ・Ⅱ」において、栄養士養成カリキュラムの総復習を行い、「栄養士実力認定試験」

（一般社団法人全国栄養士養成施設協会主催）で、自己の学習成果を確認する。 

( 議事資料 1-4 ) 
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2018 年度 地域参画事業活動報告書 
 
＜幼児教育学科＞ 

 

１．子育て支援事業 

（１）「信愛つどいの広場」の開催 

本学、おもちゃライブラリーにて「信愛つどいの広場」を週3回（135日）実施し、のべ2,220名

（1日平均約35名）の市民が利用した。また、つどいの広場開催に合わせて随時、子育て相談（相

談件数43件）を実施した。（別紙添付資料1-1,1-2） 

 

（２）「子育て支援講座」の開催（別紙添付資料2） 

下記の子育て支援講座を実施し、のべ 736名が受講した。 

開催日 テーマ 参加者数 

 6月 2日（土） 言葉を育む親子の関わり    6名 

 6月 30日（土） お魚つり 15名 

 8月 18日（土） 親子で絵本の読み聞かせ 19名 

 9月 1日（土） 親子で楽しむふれあい遊び 7名 

 9月 15日（土） 親子でピザ作り 24名 

10月 27日（土） 親子で歌おう～わらべうた・手遊びうたの世界～ 4名 

11月 10日（土） 信愛つどいの広場フェスティバル① 299名 

11月 11日（日） 信愛つどいの広場フェスティバル② 311名 

12月 1日（土） 産後ママと赤ちゃんに効く 抱っこ deエクササイズ 20名 

 2月 8日（金） ヤサイ DEペッタン（ヤサイスタンプ） 16名 

 2月 16日（土） やってみよう！親子で楽しむバルーンアート 9名 

 3月 2日（土） 親子クッキング～包丁の使い方からお片付けまで～ 6名 

 

２．子育て・子ども育成に関するボランティア参加 

「子育て支援講座」の開催に伴う託児ボランティア、地域の幼稚園・保育所の行事等のボランティア

スタッフなどに学生が参加した。 

 

３．教員免許状更新講習 

主に幼稚園教諭を対象とした教員免許状更新講習を 8月に実施し、のべ 340名が受講した。 

 

４．「チャイルドプロジェクト」による地域参画活動 

「ピアノ・トーンチャイム研究会」、「ボランティア研究会」、「保育の心理学研究会」、「からだあそび

研究会」、「科学遊び研究会」、「造形の楽しみ研究会」、「声楽研究会」の 7つの研究会が、それぞれ地

域活性化を目的としたイベントへの参加及び、子育て支援の現場との連携した活動を 17件実施した。 

 

 

 

（ 議事資料 2-1 ） 
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＜フードデザイン学科＞ 

１．公開講座 

（１）「みんなの食育講座‐卓（テーブル）へのお誘い」 

講師：八木 なほ子 氏（本学非常勤講師、食空間コーディネート協会認定講師） 
・第 1回 5月 26日（土）「『は な』といきる・アイスティをおいしく」 

・第 2回 7月 7日（土）豪雨のため中止 

・第 3回 11月 17日（土）「事納めのしつらい」 

・第 4回 1月 26日（土）「事始めのしつらい」 

受講者数はのべ 34名であった。 

 

（２）「みんなの食育講座‐健康寿命を延ばす食生活」 

    講師：石井 妙子 教授（元済生会福岡総合病院栄養部科長） 

・第 1回 6月 16日（土）「噛むのが難しい方のための調理の工夫」 

・第 2回 6月 23日（土）「飲みこみにくい方のための調理の工夫」 

受講者数はのべ 17名であった。 

 

（３）「みんなの食育講座‐手作りを楽しむ」 

    講師：山下 浩子 教授、江越 和夫 教授、山村 涼子 教授（開講順） 

・第 1回 8月 25日（土）「うどん」 

・第 2回 9月 29日（土）「豆腐」 

・第 3回 12月 22日（土）「クリスマスケーキ」 

受講者数はのべ 29名であった。 

 

２．フードプロジェクト活動 

2017年度後期からの「フードプロジェクト」科目開講に伴い、これまでの地域参画活動がより活発に

なった。とくに幼児教育学科チャイルドプロジェクトとの共同活動、高大連携事業参画へも展開した。 

（１）チャイルドプロジェクトと共同（教育改革推進事業） 

・『くるめ信愛菓』開発（別紙添付資料 3） 

・「第 1回信愛ひらくフォーラム」提供菓子考案作製 

 

（２）地域参画活動 

・学生考案料理の企業広報誌掲載（JAくるめ、月 1回／グリーンコープ、月 1回） 

・久留米市就学支援事業における食育ボランティア（3回） 

・「安武校区子どもエコクッキング」ボランティア（久留米市環境部、2回）（別紙添付資料 4） 

・「くるめ菓子祭り」ボランティア（久留米菓子協同組合） 

・「久留米日米協会イベント」参画 

・「くるめフォーラム 2018」展示 

・「市民大感謝祭市場まつり 2018」出店（久留米市場） 

・「信愛クリスマスショップ」出店（久留米ほとめき通り商店街） 

 

（３）高大連携事業 

・三井中央高等学校文化祭参画 
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３．食育事業への参画 

（１）「魚屋さんの調理教室」参画（福岡県魚市場株式会社久留米魚市場主催）（別紙添付資料 5） 

 

（２）「第 44回ふるさとくるめ農業まつり・くるめ食育フェスタ 2018」展示 

 

（３）「聴覚障がい者対象食育講座」調理実習ボランティア（食と健康の和協議体との共同食育活動） 

 

４．食育講座講師受託 

  「サンカルナ福岡城南」講座、筑後地方保育協会保育士会給食研修会、久留米市保育所・幼稚園・

認定こども園・届出保育施設等職員研修会、福岡県栄養士会食育講座、子育て支援講座（本学） 

 

５．食育講座施設開放 

（１）久留米大学講義「食と健康」における調理実習（4回） 

 

（２）久留米市学校給食会研修会（1回） 

 

（３）筑後地方保育協会保育士会給食研修会（2回） 

 

６．その他 

（１）「くるメディア」情報誌（西日本新聞購読久留米エリアに月 1 回差し込み）の「久留米信愛短大

の元気レシピ」コーナーにテーマに沿ったレシピおよび栄養メモを掲載した（隔月 1回）。 

 

（２）地域企業との共同開発 

本学教育改革推進事業の一環として幼児教育学科チャイルドプロジェクトと共同で、地元和菓子

店「菓子舗古賀庄」様の協力により、『くるめ信愛菓』の開発に至り、商品化した（6月より販売

開始 ）。 

 

 

＜宗教部＞ 

１．特別公開授業 

（１）テーマ：「ユニセフの活動 ―世界の子どもたちの現状について―」 

講師：渡邉 敦子 氏（久留米ユニセフ協会 事務局長） 

日時：6月27日（水）9:00～10:00 

場所：本学講堂 

内容：ユニセフの活動を通して、世界の貧しい子どもたちの現状を映像で見ながら「ボランティア」

の本当の意味についての講演。   

  

（２）テーマ：「人間の尊厳について」 

講師：森山 信三 神父様（カトリック長崎教会管区司祭志願院 福岡コレジオ院長） 

日時：10月24日（水）9:00～14:30 

場所：本学講堂 

内容：命を脅かす事故や事件が頻繁に起きているこのような時代の中で、すべてのいのちは神から

の贈り物、神の愛のしるしであるとの聖書の教えに基づいた「いのち」の大切さ、人間の尊

さについての講話。 
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２．宗教行事 

（１）聖母祭 

日時：5月16日（水）9:00～10:30 

司式：寺浜 亮司 神父様（カトリック浄水通教会主任司祭） 

場所：本学講堂 

内容：聖母マリアについてのお話とみことばの祭儀 

風薫る5月に行われる聖母祭では、講話の後、世界の真の平和と学院発展のため、また世界

中の母親のために聖母マリア様のご保護と取次を願って、全学生・全教職員とともに、祈り

と賛美を捧げた。 

 

（２）追悼祭 

日時：11月21日（水）9:00～10:30 

司式：李 韓雄（イ・ハヌン）神父様（カトリック大名町教会） 

場所：本学講堂 

内容：「死について」の講話とみことばの祭儀 

死者の月とされる11月にちなみ、「死について」のお話の後、亡くなられた恩人、友人、親

族の方々、また特に亡くなられた前久留米信愛幼稚園、シスター平田マルエ園長先生の霊魂

の安息を願いつつ、「死」について深く思いめぐらし、再会の希望に慰められながら、静か

に祈るひと時を過ごした。 

 

（３）クリスマス祭 

日時：12月19日（水）9:00～10:30 

司式：森山 信三 神父様（カトリック長崎教会管区司祭志願院 福岡コレジオ院長） 

場所：本学講堂 

内容:「クリスマスについて」の講話の後、静粛の中にキャンドルの行列が行われ、続いてパイプ

オルガンの演奏とともに、荘厳なクリスマス・ミサ聖祭が行われた。  

  

 

＜教務部＞ 

2004 年度の久留米市内 5 大学等単位互換に関する協定をもとに、2009 年度より高等教育コンソーシ

アム久留米の事業の一環として共同企画している「単位互換」および「共同講義」を実施した。 

１．単位互換 

本学から前期 8科目、後期 2科目、通年 1科目を開講した。履修者は 0名であった。 

 

２．共同講義 

テーマは「久留米におけるくらしと未来」で、9月 28日から 11月 30日にかけて、全 16回（18:30

～20:00）の講義があり、参加者はのべ 235 名であった。本学は第 3 回「子育て支援の現状～発達

につまずきのある親子への支援～（池田可奈子准教授）」、第 4回「日常生活と芸術（内野香講師）」

第 5 回「久留米の食育～若い世代の食育推進を起点に市民の健康を考える～（山下浩子教授）」を

担当した。 
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＜学生部＞ 

１．地域交流ボランティア 

（１）久留米ユニセフ協会 

4月 29日（祝／日）ユニセフ街頭募金活動に学生 3名、教職員 3名が参加した。 

12月 15日（土）年末街頭募金活動「2018ハンド・イン・ハンド」に学生 7名、教職員 2名が参

加した。 

 

（２）5月 3日（木）清心慈愛園で行われた「地域交流会」に学生 8名が参加した。 

会場設営・各コーナーの準備、会場片付け等を手伝った。 

 

（３）7月 8日（日）筑後スロヴァキア・オペラ交流の会主催のオペラ公演時、スタッフボランティア

として学生 9名が参加した。 

   公演時、各階の入り口扉の管理、お客様の案内等を手伝った。 

 

（４）12月 16日（日）北野学園で行われたクリスマス会に学生 1名が参加した。 

   利用者の介助、バザー販売、終了時の会場片付け等を手伝った。 

 

２．久留米信愛幼稚園でのボランティア 

（１）「信愛フェスタ」 

9月 11日（火）、12日（水）、14日（金）は、リハーサル時の手伝い補助、 

9月 16日（日）は、「信愛フェスタ」当日の準備、会場設営、片付け等の手伝い補助として学生 9

名が参加した。 

 

（２）「クリスマスお祝い会」 

12月 15日（土）学生 3名が参加した。 

手遊び、絵本の読み聞かせを行い、排泄の援助、片付け等を手伝った。 

 

３．外部講師による講話 

（１）依頼先：久留米市協働推進部消費生活センター 

   日 時：4月 7日（土） 

   場 所：本学 1201講義室 

   内 容：ネット・スマホに潜む「危険」なワナについて 

   対 象：本学学生 

 

（２）依頼先：久留米警察署    

日 時：6月 13日（水）、20日（水） 

場 所：本学 1501講義室 

内 容：安全について 

対 象：本学学生 

 

（３）依頼先：本学非常勤カウンセラー 

日 時：9月 12日（水）10:00～11:20 

場 所：本学バイオレットホール 

内 容：発達障害について～本学学生の事例を通して～ 

対 象：本学教職員 
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（４）依頼先：久留米市協働推進部消費生活センター 

日 時：9月 12日（水）11:30～12:00 

場 所：本学バイオレットホール 

内 容：学校における消費者教育の推進について 

対 象：本学教職員 

 

４．第 51回信愛祭 

（１）日 時：11月 10日（土）・11日（日） 

「第 51 回信愛祭～歴史とともに Restart～」のテーマで、信愛祭を全学生・教職員で

実施した。 

 

（２）動員数：2日間 731名 

 

（３）地域から協力を頂いた企業等 

①Berry’s cafe  

②たこ焼き祭 

③高木ジャンボ焼き鳥 

④Deli Boy BROS 

⑤高木食品 

⑥Swallow coffee 

⑦ジェリーズポップコーン 

⑧お菓子教室イケダ 

⑨misaru 

⑩あとりえ～温～ 

⑪なおぱん 

⑫生活介護・就労継続支援 B型事業所「夢工房」 

⑬障がい者就労継続支援 A型事業所「れんこん」 

⑭久留米越冬活動の会 

⑮久留米ユニセフ協会 

 

＜就職部＞ 

１．外部講師による就職支援講座 

（１）就職ガイダンス 

＜幼児教育学科・フードデザイン学科＞ 

    ・ハローワーク久留米 大卒ジョブサポーター 坂元公 氏 

    ・ハローワーク久留米 学卒ジョブサポーター 菊竹剛延 氏 

    ・日本経済新聞社 椎原英明 氏 

    ・本学客員教授 藤村やよい 氏 

    ・福岡労働局 

    ・日本年金機構 

    ・SMBCコンシューマーファイナンス 

    ・久留米市消費生活センター 

    ・ディスコ 

    ・フタタ 

    ・POLA 

    ・マイナビ 
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（２）保育職・栄養士職の職業理解のための講座 

   ＜幼児教育学科＞ 

・不知火保育園 園長 杉村美智子 氏 

    ・白水学園 理事長 白水剛 氏 

・元双葉保育園 保育士木村 慎吾 氏 

・国分幼稚園 教諭 岡裕香里 氏（本学卒業生） 

・城島すみれ幼稚園 教諭 大石萌加 氏（本学卒業生） 

・わかぐさ保育園 保育士 石橋佳子 氏（本学卒業生） 

・小森野保育園 保育士 三原良子 氏（本学卒業生） 

＜フードデザイン学科＞ 

    ・元本学教授 平石徳己 氏 

    ・エームサービスジャパン株式会社 栄養士 園田光 氏（本学卒業生） 

・松崎保育園 栄養士 橋本和希 氏（本学卒業生） 

 

（３）個別模擬面接指導    

   ＜幼児教育学科＞ 

・みずほ保育園 園長 向江剛 氏 

・津福保育園 園長 桑野貴江 氏 

・竹野保育所 副園長 原広宜 氏 

・もみの木幼稚園 園長 鷹取鋼一 氏 

＜フードデザイン学科＞ 

・ちくぎん地域経済研究所 代表取締役社長 空閑重信 氏  

・LEOC 人材開発本部人材育成部執行役員 久保博義 氏 

 

２．外部主催の講座やプログラムへの参画 

（１）福岡市保育協会主催 就職説明会 

幼児教育学科・フードデザイン学科の 2年生で保育職、栄養士職希望の学生 3名が参加 

 

（２）福岡県私立幼稚園振興協会 筑後・北部連盟主催 エントリーセッション 2019 

久留米・うきは・小郡地区の私立幼稚園・認定こども園の就職説明会に幼児教育学科 2年生の就職

希望者 27名が参加 

      

（３）久留米市保育協会主催 就職説明会 

  幼児教育学科・フードデザイン学科の 2年生で保育職・調理員職希望の学生 7名が参加 

       

（４）福岡県私立幼稚園振興協会主催 私立幼稚園合同就職説明会 

幼児教育学科の 2年生で幼稚園教諭希望の学生 11名が参加 

 

（５）筑後中小企業経営者協会・高等教育コンソーシアム久留米主催「若者と地元経営者との交流会」 

フードデザイン学科 1年生 11名、就職部員 3名が参加 
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３．その他 

（１）「卒業生に対する専門就職先からの評価に関する調査」実施 

幼稚園教諭・保育士・保育教諭・栄養士・調理員として 2018 年 4 月に就職した卒業生に対する評

価に関して、各就職先へのアンケート調査を 12月に実施、1月にその調査結果を集計し、学科会等

で次年度の学生指導の参考にした。 

対象先・対象人数：42カ所・48名･･･内訳 幼稚園教諭、保育士職：38園（38名） 

栄養士職： 4社（10名） 

回答〆切：12月 28日（金） 

回収率：62.5% 

 

（２）2018年度 就職内定率・決定率・進学率および久留米市内への就職者数 

   ①卒業生 82名、就職希望者および就職内定者 77名（就職内定率 100％・決定率 95.1％） 

進学希望者および合格者数 1名（西南学院大学 人間科学部 社会福祉学科 指定校推薦） 

②久留米市内への就職者数：27名（市内在住 19名中 17名 市外在住 10名） 

 久留米市内への就職率：就職内定者の 35.1％ 

 

 

＜入試広報部＞ 

以下の広報活動を行った。 

１．高校訪問 

福岡・佐賀・長崎・大分・熊本県 のべ223校(4～5月:39校、6～7月:91校、9月:38校、11月:55校）

を訪問し、本学の教育内容や募集要項等について説明した。 

 

２．入試説明会 

6月6日（水）高校の先生を対象として、就職状況や募集要項等についての説明会を開催した。 

 

３．オープンキャンパス 

7月22日（日）・29日（日）、8月5（日）・19日（日）および10月14日（日）に開催した。 

 

４．進学説明会 

福岡・熊本・佐賀・大分・長崎県で開催された進学説明会(合計67会場)に参加した。 

 

５．公開授業 

 フードデザイン学科の授業を公開した。高校生5名が参加した。 

  5月26日（土）「食品加工学実習」2年江越和夫教授 

6月30日（土）「基礎調理学実習Ⅰ」1年山村涼子教授 

 

６．信愛ひらく相談会 

 全22回の個別相談日を設定した。26組の相談があった。 

4月21日（土）、5月19日（土）、6月2日（土）、16日（土）、7月7日（土）、21日（土）、8月4日（土）、

18日（土）、9月1日（土）、15日（土）、10月6日（土）、20日（土）、11月10日（土）、11日（日）、

17日（土）、12月1日（土）、15日（土）、1月19日（土）、2月2日（土）、16日（土）、3月2日（土）、

9日（土） 
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＜高大連携事業＞ 

１．高大連携推進事業を以下に示した。 

（１）南筑高等学校 

プログラム名  ライフデザインカレッジ 

期    日  4月～3月 

対    象  2年生13名 

場    所  久留米信愛短期大学 

単    位  2単位×25週 

内    容  2学科の特徴を生かした内容（講義、製作、実習、保育現場体験等）、 

および学校紹介 

担    当  2学科、入試広報部 

 

（２）明光学園高等学校 

プログラム名  チャレンジプログラム キャンパスデザイン講座 

期    日  5月24日（木） 

対    象  1年生34名 普通科総合（進学・音楽・美術）コース 

場    所  久留米信愛短期大学 

内    容 短期大学の魅力、幼児教育・保育の仕事を知る（信愛幼稚園の見学、大学の授業

体験等） 

担    当  幼児教育学科 椎山克己教授、他 

 

（３）福岡海星女子学院高等学校 

①プログラム名  ガイアの時間 

期     日  5月12日（土）、10月27日（土）、1月19日（土） 

対     象  こども教育進学コース 1年生25名、2年生21名 

場     所  福岡海星女子学院高等学校 

内     容  「保育・幼児教育の世界」「からだあそび」 

「造形表現」（1年生対象） 

「音楽あそび」「ピアノで何を弾こうかな？」 

「遊びって何？」（2年生対象） 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授、原浩美教授、新井真実講師、 

増田吹子講師、内野香講師、他 

 

②プログラム名  高大連携プログラム 

期     日  12月11日（火） 

対     象  2年生21名こども教育進学コース 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  大学の授業体験、施設見学、モンテッソーリ教育の体験など 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授、他 
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（４）誠修高等学校 

①プログラム名  高大連携プログラム 

期     日  7月10日（火） 

対     象  保育科3年生61名 

場     所  誠修高等学校 

内     容  保育実習のための事前指導 

           実習の心得、日誌の記録のポイント（講義） 

           子どもと関わる際のポイント（講義と実技） 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授 

 

②プログラム名  高大連携プログラム 

期     日  11月15日（木） 

対     象  保育科2年生41名 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  信愛幼稚園見学、信愛つどいの広場、学内見学 

           授業見学・体験 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授、新井真実講師、山口典子副手 

 

（５）大牟田北高等学校 

プログラム 名  キャンパス訪問 

期     日  10月18日（木） 

対     象  1年生80名、引率教員4名 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  学科ガイダンス、施設見学 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授 

           フードデザイン学科 石井妙子教授､山村涼子教授､岡輝美助手､眞谷智美助手 

 

（６）久留米信愛高等学校 

①プログラム名  信愛ミ・ラ・イフィールド 

期     日  4月26日（木）、6月7日（木）、9月13日（木） 

対     象  学際コース2年生21名 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  学科説明、体験授業 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授、フードデザイン学科 山下浩子教授、他 

 

②プログラム名  高大接続プログラム 夏の特別講座 

期     日  8月20日（月）、8月21日（火）、8月22日（水）、8月27日（月）、8月28日（火） 

対     象  学際コース1年生24名 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  「保育・幼児教育の世界」、「『遊び』って何だろう？」、 

「栄養士の仕事について」、「栄養あるあるクイズ」、 

「ライフプランを考えよう」など 

担     当  幼児教育学科 椎山克己教授、新井真実講師、 

フードデザイン学科 石井妙子教授、山村涼子教授、他、 
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③プログラム名  高大接続プログラム 入試説明会 

期     日  7月14日（土） 

対     象  学際コース3年生24名、他コース3年生5名 

場     所  久留米信愛短期大学 

内     容  「募集要項、編入学、就職状況」「栄養士について」 

「幼児教育学科の説明、模擬授業」「卒業生と語ろう」 

担     当  フードデザイン学科 山下浩子教授、幼児教育学科 椎山克己教授 

入試広報部・就職部 

２．その他 

（１）6月 15日(金) 久留米市立北野中学校出前授業講師派遣 幼児教育学科 新井真実講師 

（２）9月 7日（金）久留米市立明星中学校出前授業講師派遣 幼児教育学科 新井真実講師 

（３）10月 19日（金）久留米市立牟田山中学校出前授業講師派遣 幼児教育学科 新井真実講師 

（４）12月 8日（土）三井中央高等学校文化祭参画 フードデザイン学科 山村涼子教授、学生 

 

＜図書館＞ 

１．職場体験研修の実施    

8 月 21 日（火）～23 日（木）に本学院中学校 2 年生の生徒 5 名を受け入れ、キャリア教育の機会を

提供した。   

２．自殺対策パネルの展示    

久留米市保健所との合同企画で実施 5年目となった。自殺やメンタルヘルスの問題を学生等にも広め

るための同保健所の啓蒙活動の一環である。当館ではテーマを「こころの痛みをわかちあう」に設定

し、関連資料とあわせて 10月 1日（月）～11月 1日（木）の期間に展示した。  

３．「研究紀要」の公開  

本学「研究紀要」第 41号（2018年 7月発行）を当館 WEBサイトに全文公開した。  

４．公開講座の実施  

（１）「信愛シネマ①」      

上映作品：「とっておきの賛美歌物語」（2008年制作）      

期 日：5月 19日（土）      

参 加 者：2名  

（２）「信愛シネマ②」      

上映作品：「フランシスコ・ザビエル」（2006年制作）      

期 日：6月 9日（土）      

参 加 者：15名  

（３）「ミニワークショップ『フィルムコート体験』」      

講 師：当館司書   

期 日：10月 20日（土）  

参 加 者：1名  

５．小学生対象「夏休み宿題イベント」の開催    

7月 27日（金）、地域の小学生・保護者を対象に「宿題イベント」を実施した。当館を会場として、

参加した小学生が当学院中学校 3年生に手伝ってもらいながら夏休みの宿題を行うもので、24名の

小学生・保護者が参加した。 

 

 

（ 議事資料 2-11 ） 



 16 

＜地域参画推進委員会＞ 

１．高等教育コンソーシアム久留米による市民向け公開講座等への協力  

（１）「小学生と大学生のふれあい教室」 8月 19日（日）～8月 23日（木） くるめりあ六ツ門 6F  

夏休み期間を利用し、高等教育コンソーシアム久留米連携校の学生が小学生とふれあい、「図工、

書道、宿題」の指導を行った。延べ 517名の小学生が参加し、本学からは 14名の学生が参加した。 

（２）久留米市内単位互換協定校による「共同講義」 9月 28日（土）～11月 30日(金)  

くるめりあ六ツ門 6F  

市内 5高等教育機関による共同企画である、標記講義（テーマ：「久留米におけるくらしと未来」)

の企画及び実施を行った。全 16講座の参加者数は合計 235名であった。本学担当分は 10月 5日（金 ）

「子育て支援の現状～発達につまずきのある親子への支援（池田可奈子准教授）」、10 月 9 日（火）

「日常生活と芸術（内野香講師）」、10月 12日（金）「久留米の食育～若い世代の食育推進を起点に

市民の健康を考える～（山下浩子教授）」である。 

(３)「5大学等連携によるオープンキャンパス ～学生による子ども向け講座～」11月 23日(祝／金) 

   くるめりあ六ツ門 6F  

市内 5高等教育機関による共同企画である、標記イベントの企画及び実施を行った。久留米市内の

小中学生及びその保護者を中心とする参加者数は、合計 111 名であった。本学からは、「子どもの

遊び」(幼児教育学科)と「食育」(フードデザイン学科)をテーマとした、ワークショップのブース

を出展した。 

（４）「青少年のためのサイエンスモール inくるめ 2018」 

高等教育コンソーシアム久留米の事業の一環として、12 月 15 日（土）に福岡県青少年科学館にて

標記イベントを行った。当日の来館者数は 664名であった。本学からは、幼児教育学科より「人力

だってすごいんだ」をテーマとしたワークショップのブースを出展した。 

（５）広報くるめ「くるめ学生通信」への協力（別紙添付資料 6-1,6-2） 

  広報交流部会の取り組みの一環として、本学より 2名の学生が久留米市の仕事などを取材し、学生

目線で発信を行った。 

  

２．「第 3回 くるめ楽衆国まつり」(主催：オール久留米で盛り上げ隊) 4月 29日（祝／月）への参画  

（別紙添付資料 7）  

(１)幼児教育学科「からだあそび研究会」が参画し、ステージパフォーマンス及びワークショップを

行った。西鉄久留米東口広場特設ステージおよび久留米シティプラザ六角堂広場の 2会場にて、信

愛オリジナル・コミュニティダンス「ココ、カラダ。」等のパフォーマンスと、観客参加型のワー

クショップを行った。  

(２) 幼児教育学科 2 年生有志学生 14 名が、久留米商工会議所との共同企画「まぼろしの久留米ホッ

トドッグ大集合！？」の企画・実施を行った。西鉄久留米東口広場に特設ブースを開設し、久留

米ホットドッグの紹介と販売を行った。 

  

３．「第 10回 久留米まちゼミ」（主催：久留米商工会議所 街元氣プロジェクト）への参画  

6 月 10 日（日）～7 月 10 日（火）久留米ほとめき通り商店街等を中心に開催された、標記イベント

に参画し、久留米信愛短期大学講座を実施した。6月 27日(水)・7月 4日(水)両日、久留米商工会議

所補助の下、まちゼミアフター5 として、働く女性を対象とする講座「美姿(びし)っと！ダンス and

エクササイズ vol.1、vol.2」(新井真実講師およびアシスタント学生)を Ohana(一番街)にて開催した。

（別紙添付資料 8） 
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４．「第 5回 まちゼミ Kids」（主催：久留米商工会議所 街元氣プロジェクト）への参画   

8月 1日(水)～8月 20日(月)“夏休みはまちなかに集合！”をテーマに開催された標記イベントに参

画し、親子を対象とする久留米信愛短期大学講座を実施した。8月 11日（祝／土）久留米商工会議所

補助の下ほとめきサロン（六ツ門）にて、「ダンス andからだあそびワークショップ」（新井真実講師

およびアシスタント学生）を全 2回実施した。（別紙添付資料 9） 

 

５．久留米市市民活動活性化・絆づくり推進事業補助金 事業採択 (幼児教育学科 からだあそび研究会) 

幼児教育学科「からだあそび研究会」の活動が、平成 30 年度久留米市市民活動活性化・絆づくり推

進事業補助金に事業採択された。協働推進部門での採択に伴い、主に久留米市農政部農政課と連携し、

久留米の農産物や自然を感じながら子どもたちが楽しく踊ることのできるダンス「くるめさん、ぐる

めさん」の振付・普及活動等を行った。 

[主な活動] （別紙添付資料 10-1,10-2） 

(１) 久留米市農政部農政課職員へのダンス「くるめさん、ぐるめさん」振付指導 

(２)「第 44回くるめ農業まつり」での完成披露パフォーマンス 

(３)「冬めくあったかクリスマスバル」・JAくるめ女性部関連イベント等とのコラボレーション 

(４) モデル園(久留米信愛幼稚園)での「くるめさん、ぐるめさん」ダンス体験会実施 

(５)「くるめさん、ぐるめさん」ダンスムービー制作 

(６) ダンスムービーの YouTube公開および普及活動 

 

６．「第 44回 くるめ農業まつり・くるめ食育フェスタ 2018」 

(主催：ふるさと久留米農業まつり実行委員会)への参画（別紙添付資料 11） 

11 月 10 日（土）・11 日（日）に久留米百年公園・リサーチセンタービルにおいて開催された標記イ

ベントに下記の企画で参画した。 

(１)展示コーナーにて、フードデザイン学科の食育活動、久留米農産物を使ったレシピ紹介を行った。 

(２)特設ステージにて、幼児教育学科「からだあそび研究会」が久留米市農政部農政課職員のみなさ

んとのコラボレーションの下、ダンス「くるめさん、ぐるめさん」の完成披露パフォーマンスお

よび観客参加型のステージイベントを行った。  

 

７．「冬めくあったかクリスマスバル」 

（主催：久留米ほとめき通り商店街、久留米市）への参画 （別紙添付資料 12-1） 

12月 21日（金）～23日（祝／日）久留米シティプラザ六角堂広場・久留米ほとめき通り商店街にて

開催された「冬めくあったかクリスマスバル」に参画し、各学科より下記の企画を実施した。 

  

（１）幼児教育学科チャイルドプロジェクト：12 月 22日（土）久留米シティプラザ六角堂広場ステ

ージにおいて「しんあい Lilies」（「ピアノ・トーンチャイム研究会」と「声楽研究会」の合同

チーム）によるクリスマスミニコンサート、及び「からだあそび研究会」によるダンスステー

ジを実施した。（別紙添付資料 12-2） 

 

（２）フードデザイン学科フードプロジェクト：12 月 22 日(土)・23 日（祝／日）両日、久留米シ

ティプラザ六角堂広場において、「信愛クリスマスショップ」を出店した。 
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８．「カラダうたうココロおどる コドモもオトナも みんなつながるコンサート」(主催：久留米信愛短

期大学 教育改革推進事業実行委員会 共催：久留米信愛短期大学 地域参画推進委員会 後援：久留

米市、久留米市教育委員会)の企画・開催（別紙添付資料 13） 

教育改革推進事業として、1月19日(土)本学バイオレットホールにて標記イベントを企画・開催した。 

第 1部 トークセッション いまをたのしむ「ひらく子育て」 

ゲスト：大原青子 氏 音の和 music川原一紗 氏・藤川潤司 氏 進行役：学長 関 聡 

第 2部 音の和 music みんなつながるコンサート 

             ゲスト：音の和 music(川原一紗◎藤川潤司) 

 

９．「ほっこり笑顔の食べもんまつり」(主催：JAくるめ女性部)への参画 

2 月 9 日(土)久留米シティプラザ六角堂広場にて開催された標記イベントに招聘を受け、幼児教育学

科「からだあそび研究会」が「くるめさん、ぐるめさん」スペシャルダンスのパフォーマンスを行っ

た。（別紙添付資料 14） 

 

１０．産学官連携促進 Webサイトにかかる本学のデータ提供 （別紙添付資料 15） 

 

（ 議事資料 2-14 ） 



 2019年度　地域参画事業活動計画（各学科・各部署） （ 議事資料　3 ）

月 幼児教育学科 フードデザイン学科 宗教部 教務部 学生部 就職部 入試広報部 高大連携事業 図書館 その他

「フードプロジェクト」活動

食育事業への参画

食育講座講師受託

食育講座施設開放

レシピ開発

4 レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

レシピ掲載（くるメディア） 面接講座（栄養士・一般職）

○職務適性テスト 信愛ひらく進学相談会（20日）

5 久留米菓子まつり 聖母祭

施設開放（久留米大学）

魚屋さんの調理教室 フード公開授業（25日）

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

6 「安全について」の講話

入試説明会（本学）

○職務適性テスト解説講座

○新聞の読み方講座

施設開放（福岡県栄養士
会）

○身だしなみ講座（メイク・スーツ）

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ） 面接講座（保育職） フード公開授業（29日）

レシピ掲載（くるメディア）

福岡市保育協会主催就職説明会

7 オープンキャンパス（21･27日）

レシピ掲載（ＪＡくるめ） ○保育職の職業観について（1） 自殺対策パネルの展示

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

8 「安全について」の講話 オープンキャンパス（4･18日） 図書館開放（小学生､21日） くるめまちゼミkids 参画

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（くるメディア）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

9 ときめきスポーツ大会 ○若者と地元経営者との交流会

教職員対象研修会

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

本学「研究紀要」第42号を
当館WEBサイトにて公開

職場体験研修（中学生）の
受け入れ

久留米市保育協会 保育園就職説
明会

福岡県私立幼稚園振興協会
筑後・北部連盟主催エントリーセッ
ション（就職説明会）

高校訪問（6月中旬～7月上旬、
福岡･熊本・佐賀・長崎・大分
県）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（9・30日）

地域参画推進委員会を筆頭と
する、学内の各種委員会等が
種々の活動を行う。

第4回くるめ楽衆国まつり 参画
(29日)
・六ツ門トラックステージ：「くる
めさん、ぐるめさん」ダンスライ
ブ(からだあそび研究会)
・西鉄久留米東口広場：「ダン
スライブ・コミュニティダンス体
験」(からだあそび研究会)

第11回 久留米まちゼミ
まちゼミアフター5　参画
 「美姿(びし)っと！ダンス＆エ
ク ササイズ　vol.1」 (新井講師・
からだあそび研究会)

第11回 久留米まちゼミ
まちゼミアフター5　参画
 「美姿(びし)っと！ダンス＆エ
ク ササイズ　vol.2」 (新井講師・
からだあそび研究会)

久留米市就学支援事業にお
ける食育ボランティア

みんなの食育講座
『手作りを楽しむ』第1回

信愛つどいの広場
（月・火・木）

○キャリア形成支援講座（対人関
係について）

「信愛つどいの広場」の事業
を通して地域の子育て支援
に参画すると共に、「チャイル
ドプロジェクト」で行う研究活
動の中で、子育て支援や子
ども育成などに関する地域の
活動と連携を図る。また、幼
稚園教諭を対象とした教員
免許状更新講習を実施す
る。

キリストの教えに基づいた
価値観を身に着け、豊かな
心を持った人間として社会
に貢献できるように、本年
度は「賜物としての生命」・
「世界の平和」について学
ぶ。これらのテーマのもと
に特別公開授業、練成会
を実施。心の教育を目指し
て、宗教行事も行う。

地域のニーズを把握し、幼稚園、
保育所、地元産業界の要望にも考
慮してキャリア教育を行い、地域
社会で活躍し、貢献する人材を育
成する。
幼稚園・保育所の園長や地元産
業界の人事担当者などから直接
指導を受ける面接講座や卒業生
による就職支援講座など本学独自
の指導を行い、地元への就職率
の向上を目指す。

以下の計画は、就職部員が担当
する教科「キャリアガイダンスⅠ・
Ⅱ」（○印で表記）と就職部とで連
携して実施する。

地域のボランティア活動や行
事への参加を通じて、地域
へ貢献すると共に、地域社
会の一員としての自覚を持
たせる。　本年度もさまざま
なボランティア活動への参加
を推進する。また、生活安全
講話等も従前どおり実施す
る。

久留米ユニセフ協会街頭募
金活動

信愛ひらく進学相談会
（3・17・31日）

信愛ひらく進学相談会
（7・21日）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（8日）信愛ひらく進学相談会

（6・20日）

信愛高校との信愛ミ・ラ・イ
フィールド講座（12日）

多様な学生に対して「面倒見の
よい大学」をアピールして入学
者増を目指す。社会人や男子
学生、遠隔地からの学生、短大
以外の進学希望者など多様な
受験生に対応した情報を的確に
まとめ、広報網を開拓して告知
する。本学において、オープン
キャンパス及び入試説明会を開
催したり、進学説明会への参加
や高校訪問を推進する。出前講
義にも積極的に参加し、幼児教
育学や栄養学の魅力を広く伝え
る。

南筑高校、明光学園高校、福岡
海星女子学院高校、誠修高校、
大牟田北高校、久留米信愛高
校との高大連携プログラムを予
定している。
協定校の見直しも行う。

誠修高校との連携プログラム
（3年）

信愛高校との接続プログラム
(1年)

高校訪問（9月中旬～下旬、
福岡･熊本・佐賀・長崎・大分
県）

信愛高校との接続プログラム
(3年)

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（3・10・17・24日）

信愛高校との信愛ミ・ラ・イ
フィールド講座（6日）

○キャリア形成支援講座（保育者
としての心構えについて）

明光学園高校「キャンパスデザ
イン講座」

進学説明会（聖和女子学院、朝
倉光陽、久留米筑水など）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座(15日）

進学説明会（石橋文化ホール、
オオムタガーデン）

高校訪問（4月中旬～下旬、福
岡･熊本・大分県）

信愛高校との信愛ミ・ラ・イ
フィールド講座（9日）

進学説明会（宮崎、久留米、鹿
児島、熊本）

進学説明会（祐誠、大川樟風、
久留米学園など）

地域の教育活動の一助と
なるよう、新たな事業とし
て、市内中学校からの職場
体験学習の受け入れ及び
小学生対象の施設体験を
実施する。

職場体験研修（中学生）の
受け入れ

○就職ガイダンス
（ハローワーク久留米）

第36回地域交流会
（清心慈愛園）

図書館開放
（小学生、30・31日）

職場体験研修（中学生）の
受け入れ

福岡海星女子学院高校との
「ガイアの時間講座」

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（13・20・27日）

信愛ひらく進学相談会
（1・15日）

生活安全講話
（久留米市協働推進部消費
生活センター）

事業目標
及び計画

○大学新聞社主催学内企業説明
会（幼児教育学科）

○就職試験対策講座（幼児教育
学科）

○キャリア形成支援講座（職業意
識について学ぶ）

○大学新聞社主催学内企業説明
会（フードデザイン学科）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

高等教育コンソーシアム久
留米の事業の一環である市
内５高等教育機関による
「単位互換」、[共同講義」を
従前通り実施する。

前期単位互換開講（4～7
月） 8科目（うち1科目通年）

みんなの食育講座
『卓(テーブル)へのお誘い』
第1回

子育て支援講座①
「言葉を育む親子の関わり」

子育て支援講座②
「産後ママと赤ちゃんに効く
抱っこdeエクササイズ」

信愛つどいの広場
（月・火・木）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

子育て支援講座⑤
「虫さんと遊ぼう！」

子育て支援講座③
「『音で遊ぼう！』親子で楽し
むリトミック」

エコクッキング教室
（久留米市環境部）

図書館開放（教員免許更新
受講者、26～30日）

職場体験研修（中学生）の
受け入れ

フードデザイン学科による公
開講座

信愛つどいの広場
（月・火・木）

特別公開授業
「弱さの中のたくましさ」に
ついて

久留米市就学支援事業にお
ける食育ボランティア

施設開放（久留米市学校給
食会研修会）

子育て支援講座④
「親子で楽しむふれあい遊び」

みんなの食育講座
『健康寿命を延ばす食生活』
第1回、第2回



 2019年度　地域参画事業活動計画（各学科・各部署） （ 議事資料　3 ）

月 幼児教育学科 フードデザイン学科 宗教部 教務部 学生部 就職部 入試広報部 高大連携事業 図書館 その他

10 筑後川ノーポイ運動 オープンキャンパス（6日）

子育て支援講座⑥

「クレパスはお友達」 施設開放（久留米大学）

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

レシピ掲載（くるメディア）

くるめフォーラムｉｎ2019

11 追悼祭 第52回信愛祭 ○保育職の職業観について（2）

○ビジネスコミュニケーション講座

レシピ掲載（ＪＡくるめ） 学生と社会人のワールドカフェ

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

12 信愛クリスマスショップ クリスマス祭 信愛プレカレッジ（7日）

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ） ○ビジネスマナー講座

レシピ掲載（くるメディア）

マイナビセミナー

1 信愛ひらく進学相談会（18日）

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

○社会人としての心構えについて

○労働法について

○年金について

マイナビセミナー

2

レシピ掲載（ＪＡくるめ）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

レシピ掲載（くるメディア）

3 レシピ掲載（ＪＡくるめ） 信愛ひらく進学相談会（7日）

レシピ掲載（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟ）

その他 専門就職先へのアンケート調査

第2回信愛ひらくフォーラム

久留米リハビリテーション病
院地域連携事業「久留米市
やまもとのまちづくり」参画

久留米市市民活動活性化・絆
づくり補助金事業採択事業の
推進 （からだあそび研究会）

クリスマスイベント参画 (チャイ
ルドプロジェクト、フードプロジェ
クト)

信愛ひらく進学相談会
（1・15・29日）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（3・10・17日）

学習習慣定着支援ボラン
ティアの参加を推進する
地域交流ボランティアの案内
と参加を推進する

○就職試験対策講座
　（フードデザイン学科）

第45回ふるさとくるめ農業ま
つり・くるめ食育フェスタ2019

練成会
「世界の平和」について

誠修高校との連携プログラム
（2年）

後期単位互換開講（10～2
月）4科目（うち1科目通年）

共同講義（10～11月）15回
開講、うち2講座担当

大牟田北高校キャンパス訪問
（1年）

福岡海星女子学院高校との連
携プログラム（2年）

久留米ユニセフ協会街頭募
金活動「ハンド・イン・ハンド」

福岡海星女子学院高校との
「ガイアの時間講座」

信愛ひらく進学相談会
（5・19日）

信愛ひらく進学相談会
（7・21日）

信愛ひらく進学相談会
（2・16・17・30日）

○卒業生との懇談会
　（フードデザイン学科）

福岡海星女子学院高校との
「ガイアの時間講座」

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（20・27日）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（11・25日）

第45回ふるさとくるめ農業まつ
り・くるめ食育フェスタ2019参画

信愛つどいの広場
（月・火・木）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

子育て支援講座⑦
「信愛つどいの広場フェス
ティバル①」

信愛つどいの広場
（月・火・木）

市民大感謝祭
市場まつり2019

在職調査
（幼稚園、保育園、認定こども園）

子育て支援講座⑪
「親子クッキング」

食と健康の和協議体食育講
座（久留米市・柳川市会場）

みんなの食育講座
『手作りを楽しむ』第3回

みんなの食育講座
『手作りを楽しむ』第2回

企業研究、企業訪問など就職およ
び進学に関する全般

高校訪問（11月中旬～下旬、
福岡･熊本・佐賀・長崎・大分
県）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（9日）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（7・21・28日）

南筑高校とのライフデザインカ
レッジ講座（2・9日）

みんなの食育講座
『卓(テーブル)へのお誘い』
第2回

信愛つどいの広場
（月・火・木）

信愛つどいの広場
（月・火・木）

エコクッキング教室
（久留米市環境部）

     赤字：高等教育コンソーシアム久留米事業

子育て支援講座⑧
「信愛つどいの広場フェス
ティバル②」

子育て支援講座⑨
「親子でクリスマスケーキに
挑戦!!」

久留米市就学支援事業にお
ける食育ボランティア（後期）

子育て支援講座⑩
「やってみよう！親子で楽し
むバルーンアート」

子育て支援講座⑫
「手作り楽器を作ろう～歌っ
て鳴らして音楽家♪～」

○卒業生との懇談会
　（幼児教育学科）



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 1-1 ) 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 1 2 3 4 5 6 1 2 3

● 憲法記念日 みどりの日 こどもの日 講座①

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
● ● ● ● ● ●

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
● ● ● ● ● ● ● ● ●
16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24
● ● ● ● ● ● ● ● ●
23 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30
● ● ● 昭和の日 ● ● ● ● ● ● 講座②

30
振替休日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 1 2 3 4 5 1 2

● ▲ 講座④

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9
● ● ● ● ● ● 山の日 ● ● ●
9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16
● ● ● 夏期休暇 夏期休暇 夏期休暇 ● 講座③ ▲ ● ● ● 講座⑤

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23
海の日 ● ● ▲ ● ● ● 敬老の日 ● ● 秋分の日

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
● ● ● ▲ ● ● ● 振替休日 ● ●
30 31
● ●

６月

９月

４月 　５月

７月 ８月

おもちゃライブラリー
子育て支援プログラム

久留米信愛短期大学 地域参画推進事業

信愛つどいの広場 開館時間

●10:00～15:00
▲10:00～13:00

ご利用についてのご案内
★対象・・・未就園児とその保護者

★開館日・・・原則として 月・火・木 の 10:00～15:00

＊各自の責任において怪我のないよう楽しく遊んでいただきたいと願っております。

★その他・・・子育て相談にも応じております。

お気軽にご相談ください。

交通アクセス

お問い合わせ

＊祝祭日と夏期休暇は除く。

＊▲はオープンキャンパスのため開館します（10:00～13:00まで）

＊大学の休業等により閉館することがあります。

＊子育て支援講座についてはホームページをご確認ください。

信愛の前に西鉄バスの発着停留所【信愛学院】がありま

す。西鉄久留米駅、JR久留米駅、JR久留米大学前駅

のそれぞれから「信愛学院行き」の路線バスが走ってい

ます。

久留米信愛短期大学 信愛つどいの広場 係
住所 〒839-8508 久留米市御井町2278-1

ＴＥＬ 0942-43-4532 ＦＡＸ 0942-43-2531

E-MAIL shinaitsudoi@kurume-shinai.ac.jp    

★バス…西鉄久留米駅⇔信愛学院（約１５分）

平成30年度 （2018年度）

４月～９月

★ご利用について・・・無料・自由来館

久留米信愛短期大学



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 1-2 ) 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 1 2
● ● ● 講座⑥ ● 文化の日 講座⑩

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
体育の日 ● ● ● ● 講座⑧ 講座⑨ ● ● ●
15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
● ● ● ● ● ● ● ●
22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23
● ● ● 講座⑦ ● ● ● 勤労感謝の日 ● ● ● 天皇誕生日

29 30 31 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30
● ● ● ● ● 振替休日

31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

元旦 講座⑫

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10
● ● ● ● ● ● ● ● ●
14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17

成人の日 ● ● 建国記念日 ● ● 講座⑪ ● ● ●
21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24
● ● ● ● ● ● ● ● 春分の日

28 29 30 31 25 26 27 28 25 26 27 28 29 30 31
● ● ● ● ● ● ● ●

１０月 　１１月 １２月

１月 ２月 ３月

おもちゃライブラリー
子育て支援プログラム

久留米信愛短期大学 地域参画推進事業

信愛つどいの広場
開館時間

●10:00～15:00

ご利用についてのご案内

★対象・・・未就園児とその保護者

★開館日・・・原則として 月・火・木 の 10:00～15:00

＊各自の責任において怪我のないよう楽しく遊んでいただきたいと願っております。

★その他・・・子育て相談にも応じております。

お気軽にご相談ください。

交通アクセス

お問い合わせ

＊祝祭日と夏期休暇は除く。

＊ただし、大学の休業等により閉館することがあります。

＊子育て支援講座については別紙またはホームページを

ご確認ください。

＊詳細はホームページ等でご確認ください。

信愛の前に西鉄バスの発着停留所【信愛学院】がありま

す。西鉄久留米駅、JR久留米駅、JR久留米大学前駅

のそれぞれから「信愛学院行き」の路線バスが走ってい

ます。

久留米信愛短期大学 信愛つどいの広場 係
住所 〒839-8508 久留米市御井町2278-1

ＴＥＬ 0942-43-4532 ＦＡＸ 0942-43-2531

E-MAIL shinaitsudoi@kurume-shinai.ac.jp    

★バス…西鉄久留米駅⇔信愛学院（約１５分）

平成30年度 （2018年度）

１０月～３月

★ご利用について・・・無料・自由来館

久留米信愛短期大学



日
程

時
間

内
容

・
講

師
申

し
込

み
開

始
日

受
講

料
対

象
年

齢
親

子
参

加
定

員
持

参
す

る
も

の

『
言

葉
を

育
む

親
子

の
関

わ
り
』
　

　
　

講
師

：
池

田
　

可
奈

子
(本

学
准

教
授

)

『
お

魚
つ

り
』

汚
れ

て
も

よ
い

服
装

講
師

：
内

野
 香

(本
学

講
師

)
託

児
を

利
用

さ
れ

る
方

は
、
必

要
な

も
の

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

『
親

子
で

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

』

講
師

：
萩

尾
ミ
ド
リ

（
本

学
非

常
勤

講
師

）

『
親

子
で

楽
し

む
ふ

れ
あ

い
遊

び
』

動
き

や
す

い
服

装

講
師

：
原

田
　

弘
美

（
福

岡
県

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

協
会

理
事

）
託

児
を

利
用

さ
れ

る
方

は
、

必
要

な
も

の
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

『
親

子
で

ピ
ザ

作
り
』

大
人

：
エ

プ
ロ

ン
・
三

角
巾

・
手

拭
き

タ
オ

ル

※
ア

レ
ル

ギ
ー

児
へ

の
対

応
は

あ
り
ま

せ
ん

　
※

ピ
ザ

1
枚

お
持

ち
帰

り
と

な
り
ま

す
。

子
ど

も
：
上

靴
・
エ

プ
ロ

ン
・
三

角
巾

(も
し

く
は

帽
子

)・
手

拭
き

タ
オ

ル

講
師

：
原

　
菜

緒
子

（
『
な

お
ぱ

ん
』
オ

ー
ナ

ー
）

大
人

と
子

1
名

ず
つ

託
児

を
利

用
さ

れ
る

方
は

、
必

要
な

も
の

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

『ヤ
サ

イ
D
E
ペ

ッ
タ

ン
』（

ヤ
サ

イ
ス

タ
ン

プ
）

汚
れ

て
も

よ
い

服
装

講
師

：
内

野
 香

(本
学

講
師

)
託

児
を

利
用

さ
れ

る
方

は
、
必

要
な

も
の

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

　
『
親

子
で

歌
お

う
～

わ
ら

べ
う

た
・
手

遊
び

う
た

の
世

界
～

』
動

き
や

す
い

服
装

講
師

：
坂

田
　

万
代

(本
学

助
教

)
託

児
を

利
用

さ
れ

る
方

は
、

必
要

な
も

の
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

『
産

後
マ

マ
と

赤
ち

ゃ
ん

に
効

く
　

抱
っ

こ
ｄ
e
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
』

動
き

や
す

い
服

装

※
首

が
す

わ
っ

て
か

ら
歩

き
だ

す
ま

で
の

赤
ち

ゃ
ん

対
象

（
靴

下
を

脱
い

で
行

い
ま

す
）

講
師

：
新

井
　

真
実

(本
学

講
師

)
だ

っ
こ

紐
・
バ

ス
タ

オ
ル

『
や

っ
て

み
よ

う
！

親
子

で
楽

し
む

バ
ル

ー
ン

ア
ー

ト
』

動
き

や
す

い
服

装

講
師

：
原

田
　

弘
美

（
福

岡
県

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

協
会

理
事

）
託

児
を

利
用

さ
れ

る
方

は
、

必
要

な
も

の
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

　
『
親

子
ク

ッ
キ

ン
グ

～
包

丁
の

使
い

方
か

ら
お

片
付

け
ま

で
～

』
大

人
：
エ

プ
ロ

ン
・
三

角
巾

・
手

拭
き

タ
オ

ル

※
ア

レ
ル

ギ
ー

児
へ

の
対

応
は

あ
り
ま

せ
ん

子
ど

も
：
上

靴
・
エ

プ
ロ

ン
・
三

角
巾

・
手

拭
き

タ
オ

ル

講
師

：
眞

谷
 智

美
（
管

理
栄

養
士

）
・
髙

松
 幸

子
（
管

理
栄

養
士

）
大

人
と

子
1
名

ず
つ

託
児

を
利

用
さ

れ
る

方
は

、
必

要
な

も
の

を
ご

持
参

く
だ

さ
い

会
場

：
久

留
米

信
愛

短
期

大
学

 M
ai

l:s
h
in

a
it

s
u
d
o
i@

k
u
ru

m
e
-

s
h
in

a
i.
a
c
.j
p
　

　
　

　
電

話
番

号
：0

9
4
2
-
4
3
-
4
5
3
2
　

　
　

F
A

X
:0

9
4
2
-
4
3
-
2
5
3
1

申
込

方
法

：
メ

ー
ル

で
の

申
し

込
み

で
す

（
第

8
回

・
第

9
回

は
除

く
）
申

し
込

み
開

始
日

の
確

認
を

お
願

い
致

し
ま

す
（
先

着
順

）

※
お

申
し

込
み

後
、

参
加

確
定

の
メ

ー
ル

を
送

り
ま

す
の

で
sh

in
ai

ts
ud

o
i@

k
ur

um
e
-
sh

in
ai

.a
c.

jp
か

ら
受

信
で

き
る

よ
う

に
設

定
を

お
願

い
し

ま
す

。

※
キ

ャ
ン

セ
ル

待
ち

に
な

る
場

合
も

メ
ー

ル
ま

た
は

電
話

に
て

ご
連

絡
致

し
ま

す
。

託
児

：
各

講
座

先
着

1
5
名

ま
で

（
お

子
様

の
お

預
か

り
は

、
原

則
と

し
て

6
ヶ

月
以

上
。

事
前

に
ご

相
談

下
さ

い
）
（
第

3
回

・
第

8
回

・
第

9
回

は
除

く
）

※
第

5
回

・
第

1
2
回

の
み

一
組

に
つ

き
受

講
料

5
0

0
円

（
当

日
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徴
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で

お
つ

り
の
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よ
う

に
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す

）
※
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ル
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の
対
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あ
り

ま
せ

ん
。

※
講

座
開

始
の

1
5
分

前
に

信
愛

つ
ど

い
の

広
場

に
集

合
し

て
く
だ

さ
い

（
第

8
回

・
9
回

除
く
）

1
0
組

1
5
組

1
0
組

無
料

各
自

必
要

な
も

の
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

1
2
組

5
0

0
円

〇

２
歳

～
未

就
学

児

無
料

制
限

な
し

〇

平
成

3
0
年

度
「
信

愛
つ

ど
い

の
広

場
」
子

育
て

支
援

講
座

第
 １

 回
　

6
月

　
2
日

（
土

）
乳

幼
児

期
の

お

子
さ

ん
を

育
て

る
保

護
者

の
方

×
2
0
名

託
児

を
利

用
さ

れ
る

方
は

、
必

要
な

も
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を
ご

持
参

く
だ

さ
い

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0
無

料

第
 ２

 回
　

6
月

3
0
日

（
土

）
２

歳
～

未
就

学
児

5
月

8
日

（
火

）

6
月

8
日

（
金

）

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0
　

9
月

　
1
日

（
土

）

第
 ５

 回

2
0
組

第
 ３

 回
　

8
月

1
8
日

（
土

）
0
歳

～
未

就
学

児
〇

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0
無

料

2
0
組

〇

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0
7
月

2
2
日

（
日

）

8
月

8
日

（
水

）

1
0
：
0
0
-
1
2
：
0
0

無
料

1
0
組

第
 ４

 回

　
9
月

1
5
日

（
土

）

3
歳

～
未

就
学

児
〇

2
0
組

第
 ６

 回

8
月

2
2
日

（
水

）

9
月

8
日

（
土

）

1
0
月

8
日

（
祝

）

2
0
組

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0

1
0
月

　
6
日

（
土

）

第
 ７

 回
1
歳

～
3
歳

〇
1
0
月

2
7
日

（
土

）

1
0
:0

0
-
1
5
:0

0

第
 ９

 回
1
1
月

1
1
日

（
日

）
『
信

愛
つ

ど
い

の
広

場
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

②
』

１
１

月
1
0
日

（
土

）

〇

第
1
0
回

1
2
月

　
1
日

（
土

）

1
0
：
0
0
-
1
2
：
3
0

第
１
１

 回

5
0

0
円

第
 ８

 回
『
信

愛
つ

ど
い

の
広

場
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

①
』

2
月

8
日

（
金

）

申
し

込
み

な
し

〇

無
料

無
料

無
料

無
料

２
歳

～
小

学
6
年

生

○〇

第
１
２

 回
　

3
月

　
2
日

（
土

）
年

長
さ

ん
の

親
子

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0

1
0
:0

0
-
1
1
:0

0

0
歳

～
１

歳
1
1
ヶ

月

　
2
月

1
6
日

（
土

）
3
歳

～
未

就
学

児

1
1
月

8
日

（
木

）

1
月

2
2
日

（
火

）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 2 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 3 ) 

2018 年 6月 19 日（火） 

読売新聞 朝刊・筑後版に掲載されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 4 ) 

2018 年 9月 11 日（火） 

西日本新聞に掲載されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 5 ) 

2018 年 5月 30 日（水） 

西日本新聞に掲載されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 6-1 ) 

広報くるめ 2018年 8月 1日号  

掲載されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 6-2 ) 

広報くるめ 2019年 2月 1日号 

掲載されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 7 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 8 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 9 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 11月 6 日（火） 

西日本新聞に掲載されました。 

( 添付資料 10-1 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年 2月 17 日（日） 

西日本新聞に掲載されました。 

2018 年 11月 11 日（日） 

毎日新聞に掲載されました。 

( 添付資料 10-2 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 11 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 12-1 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 12-2 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 13 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 14 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 15 ) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 添付資料 16-1 ) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 添付資料 16-2 ) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( 添付資料 16-3 ) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 16-4 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 17-1 ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 添付資料 17-2 ) 
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